
第八次緊急雇用・経済対策 平成２２年度６月補正予算 ： 総額 １，２２６百万円

・地域物産品市場化支援緊急雇用創出事業（農水商工部） 43百万円(36人)

・生活密着型地理空間情報整備緊急雇用創出事業（政策部） 26百万円(15人)

・水文データ（水位・雨量）電子化事業（県土整備部） 14百万円(12人)

・広域避難モデル緊急雇用創出事業（防災危機管理部） 10百万円(12人)

・「がんばる商店街応援隊」派遣緊急雇用創出事業（農水商工部） 30百万円(10人)

・在宅者等アウトリーチ事業（生活・文化部） 6百万円( 4人)

・特別支援学校外国人児童生徒支援員緊急雇用創出事業（教育委員会）

2百万円( 2人) ほか

・森林バイオマス利用推進事業（環境森林部） 37百万円( 8人)

・中小企業基盤技術ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ支援ふるさと雇用再生事業（農水商工部）

10百万円( 2人) ほか

継続的な雇用機会の創出

重点分野における雇用機会の創出

景気は着実に持ち直してきていますが、失業率が高水準にあるなど、県内の雇用情勢は厳しい状況であることから、
さらなる雇用機会の創出のため、国の雇用創出基金事業を活用した追加的な雇用対策を実施します。

第八次緊急雇用・経済対策のポイント

① 総額１，２２６百万円の雇用創出基金事業による、追加的な

雇用機会の創出 （新規雇用 ６２０人）

② 一部で雇用のミスマッチも顕在化している重点分野（介護、

医療、農林水産、環境・エネルギー、観光、地域社会雇用）

への集中的取組

③ 三重県雇用経済・危機対策会議において、新たに県独自の

重点分野（安全・安心分野）の設定も行った地域人材育成事

業への積極的取組

雇用対策の現状

○雇用機会の創出
(平成２１年度県・市町実績）

4,010人 【3,666 百万円】
（平成22年度県・市町当初）

3,953人 【7,236 百万円】

○職業訓練・就労支援
・求職者総合支援センターによ
る相談

・公共職業訓練の実施 ほか

重点分野（成長分野として期待されている分野）における新たな雇用機

会を創出するとともに地域ニーズに応じた人材を育成し雇用に結びつけ

ます。

緊急的な対策として、短期の雇用機会を提供します。

緊急的な雇用機会の創出

地域内でニーズがあり、今後の地域の発展に資する事業において、継続した
雇用機会を創出します。

・獣害につよい集落づくり促進緊急雇用創出事業（農水商工部）31百万円(12人)

・住宅用太陽光発電普及啓発事業（政策部） 21百万円 (8人)

・看護教員養成指導者確保事業（健康福祉部） 5百万円 (2人) ほか

◆重点分野雇用創出事業 新規雇用１０８人 【288百万円】

◆地域人材育成事業 新規雇用１８６人 【304百万円】

・産業人材育成事業（生活・文化部） ７6百万円 (75人)

・介護雇用プログラム緊急雇用創出事業（健康福祉部） 87百万円 (40人)

・地域の安全・安心確保活動従事者育成事業（警察本部） ７１百万円 (30人)

・農業版地域人材育成緊急雇用創出事業（農水商工部） 43百万円 (20人) 

・森林サポーター養成事業（環境森林部） 12百万円 (15人) ほか
◆ふるさと雇用再生特別基金事業 新規雇用１４人【 61百万円】
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厳しい情勢の中だが、一
部の職種では求人が求職
を上回る雇用のミスマッチ
が生じている。

また、農業・林業など一
次産業の新たな担い手に
ついても根強い社会的要
請がある。

◆緊急雇用創出事業 新規雇用３１２人 【 573百万円 】


